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会議録 

会議の名称  男女平等推進センター企画運営委員会 平成27年度（通算第17回） 

開 催 日 時 平成28年４月14日（木曜日） 午後６時30分から午後7時30分まで  

開 催 場 所 男女平等推進センター１階活動室 

出 席 者 

委員：吉田委員長、白井副委員長、斎藤（三）委員、加藤委員、本橋委員、 

田崎委員、田村委員 

欠席：斎藤（博）委員 

事務局：渡邉係長、杉山主査 

議 題 

(1) 第16回企画運営委員会会議録の承認について 

(2) 情報誌パリテについて 

(3) 懇談のつどいについて 

(4) その他  

 

会議資料の

名 称 

 資料 

① 第 16回企画運営委員会会議録（案） 

② 資料１ 男女平等参画情報誌パリテ vol.17 制作工程表 

③ 資料２ 第 3回懇談のつどい実施報告について 

④ 情報誌パリテ 15,16号 

 

記 録 方 法 □全文記録 □発言者の発言内容ごとの要点記録 ■会議内容の要点記録 

会 議 内容  

○会議内容 

《開会》 

  １ 議題 

（1）第16回企画運営委員会会議録の承認について 

○異議なしによって承認する。 

 

(2) 情報誌パリテについて 

 事務局 

  27年度の反省を今後の編集に活かしたいと思うが、何かあるか。例えば、表紙の

構成であるが、写真を使うなどに変更をしたいことがあるか。パリテインフォメ

ーション2ページの空きスペースにどなたか先生にコラムを書いていただく予定

でいるが何かご意見をお願いしたい。 

・冊子の最後の方は、内容が凝縮しすぎの感がある。すこし余裕があっても良い。 

・ご意見をお寄せ下さいとあるが、実際寄せられたことがあるのか。 

 事務局 

  ご意見があったという事は聞いたことがない。 

・情報誌として内容が充実していると思うが、そういった意見があっても良い気もす
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る。編集してきたものとして自負はある。 

・表紙は最初のインパクトによって男性が手に取りやすくあるべきと思う。 

・情報誌を配置したところで、手に取られずに余るようなことはあるのか。 

 事務局 

  場所によっては、残ってしまう事はあるようである。 

・せっかくの情報誌であるので置く場所を考える必要がある。 

・表紙は写真にできるか。 

 事務局 

  できないことではない。が、写真を使うという事にはデメリットを感じる。  

・写真とするならカラーが使えると幅が膨らむが、現状の2色刷りでは難しい。 

・手に取れるようにするには、それも特に若い人にも興味を待たれる方法を考えられ 

ないか。 

   ・パリテっていう事自体がよく分からない。パリテを強調することよりも、特集記事 

や内容が目立つ方が手に取りやすいと思う。 

   ・文字が目立つようにした方がよい。小学生3年生ぐらいが分かるようにしないと。 

 事務局 

  表紙の可視化を進めると、イメージが弱くなる。単なる事務報告書というイメー

ジが強くなる。イラストや文字デザインなどバランスの取りようでどこまでせめ

ぎ合うことが必要か判断を持たなくてはならない。 

・自分たちの見方というのが、一方的すぎ偏りが出てしまうものの様であるので、第 

三者の意見を聞いてみることが必要かもしれない。 

○今後、新しい委員さんの意見も得られることもあり、表紙デザインについては検討を 

要するものとして、色々な人から意見を聴取して新しい紙面づくりを考えるように提

案したい。 

 

（3) 懇談のつどいについて 

 事務局 

  懇談のつどいの報告（省略） 

・つどいの開催の趣旨が理解されていない。企画運営委員会の事業説明であるという

事が事前に伝わっていない。センターの全体に関わる話かと思われていた。企画運

営委員会事業の話、男女平等推進事業の話と明確に切り分けて、話を進める必要が

ある。 

・パリテの事業として、パリテが扱っている相談の件数や相談の傾向など報告をする

ことができないかと言われた。 

 事務局 

   出せる資料は出すことができるが、相談の傾向などにおいて、慎重に扱わなけれ 

ばならないものもある。 

・つどいの大きな話題のテーマとして、パリテの認知度の問題が挙げられていたが、 

今後の計画評価のアンケートにおいて数字を上げる一層の努力をしていく必要があ

ることが認識されたと思う。 

(4) その他について 

 事務局 

   今回の議事録についての承認は、メール等のやり取りで承認を終えていきたいの 

でよろしくお願いする。 

   次期企画運営委員が改選されるところですが、設置要綱の規定により次回応募が
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できない方がいます。長きにわたり委員会にご貢献いただいた、齋藤三枝子さ

ん、加藤眞理さんお二人です。お二人には大変お世話になりました。今後も企画

運営委員会事業を見守っていいただきたいと思います。ありがとうございまし

た。 

   そのほかの委員におかれましては、再任を是非ご希望いただきたいと思います。 

○ありがとうございました。 

 

 《閉会》 

 


